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第１章 まちづくり検討会議の設立                      

 

１―１ まちづくり検討会議設立の目的 

本会は、予定される宮川・水上地区の土地区画整理事業において、当地区の長期的な

価値向上につながる“まちづくり”を展開するため、参加者相互の協力と関係機関との

連携をもとに、良好な市街地環境の整備・維持、各種まちづくり事業の構築・実践をす

ることを目的として、最終的に「まちづくりビジョン」を宮川・水上地区の地権者に提

案する。(別添１ まちづくり検討会議規約 参照)   
１－２ 構成メンバー 

まちづくり検討会議の参加メンバーは以下の通りである。(敬称略) 

 

図表１－1 参加メンバー 一覧 

 企業種別 

１ 不動産事業者 （座長） 

２ スポーツ事業者 

３ 飲食事業者 

４ 飲食店プロデュース事業者 

５ 観光関係公益団体 

６ エネルギー事業者 

７ 金融機関 

８ 住宅メーカーにて構成された組織 

９ 農業関係団体 

10 マスコミ 

11 交通事業者 

12 交通事業者 

13 金融機関 

14 エネルギー事業者 

15 地権者代表 

 

事務局：静岡市都市局都市計画部 新インターチェンジ周辺整備課 

委託事業者：株式会社日本総合研究所 

協力事業者：株式会社グリーンウェーブアーキテクツ 
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１－３ まちづくり検討会議の実施内容 

 

まちづくり検討会議では、目的を達成するために、以下の項目の活動を行った。 

（１）まちづくりビジョンの作成（ソフト項目） 

平成 29 年度の静岡市及び株式会社日本総合研究所の検討において、『“観光交流の

創出”～ 「静岡の食」と「健康・スポーツ」によるまちづくり～』と宮川・水上地

区の方向性を定めた。この方向性には下記のようなイメージを持っている。 

・地域農産物を活かした加工販売や、「農家レストラン」など、周辺観光地への来訪

者が気軽に立ち寄り「静岡らしさ」を感じられる施設を誘致。（６次産業化の推進） 

・サッカー、野球などスポーツが盛んなイメージも強く、最新技術（VR)を駆使した

未来型スポーツ施設などの交流施設の誘致。（スポーツ×アミューズメントのコラ

ボによる交流人口の確保） 

・周辺観光地への来訪者や工業物流エリアへの出張者をターゲットにした宿泊施設

の誘致 

 

このイメージについて、地権者に説明し、概ねの了解を得ているところではあるが、

より具体的にゾーニングの内容を検証・深掘りしていく必要性がある。そこで、まちづ

くり検討会議では各企業に興味のあるテーマを選んでいただき、専門分野の知見と経験

を活かしたゾーニングごとのビジョンを提案していただくこととした。 

 【テーマの事例】 

 ・健康・スポーツ 

 ・農業 

 ・静岡の食 

 ・魅せる工場 

 ・商業施設 

 ・エネルギーマネイジメント 

 

（２）まちづくりビジョン内に定められる施設の提案（ハード項目） 

上記で検討したゾーニングごとのビジョンについて、具体の施設イメージを提案して

いただいた。 

 

（３）まちづくり事業(特徴づけ、イベントなど) 

将来的に事業が進捗した際に、他地域にはない独自のまちづくりを展開するために、

各メンバーに検討し提案していただく。内容については、参加者各々の事業を参加者と

事務局によって個別に協議し、その検討結果を報告することとした。 
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（４）関係機関との協議・調整・連携 

ビジョンや施設の検討をする際に、必要性が生じた場合には事務局が同席の上、関係

機関との協議・調整・連携を行った。 

 

（５）エリアマネイジメントの検討 

まちづくり検討会議の参加者には、必要に応じ、今年度の事務局の業務「エリアマネ

イジメント組織の検討」への協力をお願いした。 

【想定されるエリアマネイジメント組織の業務】 

・エネルギーマネイジメント 

・賑わい創出 

・町内会運営補助 

・企業誘致、テナント誘致 

・土地管理 等 

※全ての業務をひとつの組織が行うとは限らない。 

 

（６）その他、前条の目的を達成するために必要な活動  
１－４ まちづくり検討会議（第１回） 
 

第１回まちづくり検討会議では、静岡市よりこれまでの経緯及び現状の土地利用ゾー

ニング図を説明した。また、今後の議論を深める目的で事務局より検討項目の提案を行

い、参加企業の意見を伺った。（別添２ 第１回検討会議資料 参照） 

 

図表１－２ これまでの取組の結果 

平成 29年度 取組の結果 

＊アンケート・ヒアリング企業の業種から 

土地利用計画（ゾーニング）イメージパースに落とし込む 

  

出所：まちづくり検討会議資料 
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(１)概要 

 日時：平成 30年９月 28日(金)14：00～16：00 

場所：ＪＡ静岡大谷支店  
（２）  検討項目の事務局からの提案 

当地区でのまちづくりのテーマやビジネスについて想定できる内容について事務局

より提案を行った。 

 

図表１－３ 提案内容一覧 

             

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

図表１－４ ゾーニングのための基本的な考え方 

 

出所：第１回まちづくり検討会議資料 

宮川・水上地区地権者及び進出事業者コーディネート業務 

第１回宮川・水上地区 まちづくり検討会議 

～まちづくりの考え方について～ 

 ８． コンセプト 

９． 健康スポーツ 

１０． 農業 

１１． 魅せる工場 

１２． エネルギー 

１３． アグリツーリズム 

１４． スポーツ観光 

１５． 包括ケア 

０． 街並みレギュレーション 

１． HOA 

２． バスシステム 

３． まんが作家記念館 

４． 連棟型モール 

５． 商業リスト 

６． 商業指針 

７． 周辺人口（10ｋｍ） 
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図表１－５ ４つのコンテンツパーク  
出所：第１回まちづくり検討会議資料  

（３） 土地利用計画案の事務局からの提案 

上記のコンテンツを基に土地利用計画図を作成し、事務局より提案を行った。 

・アグリモール及びアグリパーク、スポーツパーク、エンタメパーク、ファクトリ

ーパーク(魅せる工場)の4つのパークのゾーニングとそれらを繋ぐプロムナードの

提案 

・広野大谷線、下大谷線に面する敷地の商業施設利用 

・アグリモール(農業観光施設)の適正位置 

・スポーツ施設の内容、運営方法の検討など  
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図表１－６ 土地利用計画図 

 

出所：第１回まちづくり検討会議資料 

 

 

（４） 参加企業からの主な意見 

①まちづくりについて 

・交流人口の増加が主たる目的になる 

・北側の産業エリアで作ったものを南側のこのエリアで販売する等（つながり）をコ

ンセプトに 
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・証券化等での資金調達を検討する 

・ブランド化による活性化が必要 

 

②農業について 

・食材の提供、市場機能を持つ場所、セミプロのような農業を行える場所が必要 

・農業技術やノウハウなどを学ぶことができ、農機具なども手に入れられるような、

総合的に農業に携わる施設が必要 

・静岡市にはお茶というキーワードが必要 

 

③コンテンツの提案 

・スポーツと農業 

・シェアサイクル 

・高速バスの発着所、パーク＆ライド 

 

④住宅地について 

・静岡市へ移住したいという方が増えている 

 

（５） エリアマネイジメント組織の役割(提案)  

①【企業誘致】高付加価値のまちを創り上げる 

・土地利用計画図の作成 

・保留地の売買 

・まちのプロモーション活動 

・テナント誘致 

・各地権者所有地への提案 

・行政各部との連携 

 

②【エリアマネイジメント】創り上げたまちを維持していく 

・空きテナント誘致 

・各地権者からの相談対応 

・賑わい創出＋プロモーション事業 

・防犯活動 

・公共施設の管理(道路･公園) 

・商店会や町内会との連携 
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③【課題】 永続的な資金調達が必要 

事業例 

＊太陽光発電⇒緊急時地域で使える 

＊まちの宣伝広告⇒商店会からの委託､自販機 

＊公共施設の指定管理 

＊不動産事業など 

 

図表１－７ 当日の様子  
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１－５ まちづくり検討会議（第２回） 

 

第１回まちづくり検討会議以降、参加企業各社との協議を実施し、そのうち合計７社

から６案の具体的な提案を得ることができた。第２回まちづくり検討会議では、各社か

らその６案の発表をしていただき、参加企業からの意見を基に議論を行った。（別添３ 

第２回検討会議資料 参照） 

 

（１）概要 

日時：平成 30年 11月 28日（水）14：00～16：00 

場所：ＪＡ静岡市大谷支店 

 

（２）参加企業からの具体的な提案 

①【核になる施設の提案―農業集積施設（道の駅）】 

＊飲食事業者＋飲食店プロデュース事業者 
・川場道の駅の事例紹介。１日遊べるような道の駅となっており、当地区にもこの

ようなイメージの道の駅を提案したい。 

 

図表１－８ 農業集積施設の提案 

 

出所：第２回まちづくり検討会議資料 
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②【スポーツ公園の提案】＊スポーツ事業者 

・静岡県内はサッカーの競技人口が多いため、大会を運営出来るような、コートが

２面ある環境を作った方が良いのではないかと提案をしたい。可能であれば、１

面は天然芝、もう１面は人工芝が良い。公式戦の実施や、保護者、来場者の観戦

のため、観客席も設置した方が良い。１社では投資ができないと考えているた

め、色々な方とお話しさせていただきたい。 

 

図表１－９ サッカーを中心としたスポーツ公園の提案 

 

出所：第２回まちづくり検討会議資料 
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③【交通インフラに関する意見】＊交通事業者 

・高速バス用のバス停や待機場所、高速バスの利用者用の駐車場整備が必要。 

 

 １．高速バスの運行について 

   東名静岡東スマ－ト IC を結節点とした高速バスのバス停および待機場所（駐車

場）を IC出口付近への確保。 

    ＜運行する場合に必要となる施設・設備等＞ 

     ・パーク＆ライド用地の確保 

 

 ２．貸切バスの運行について 

   バスの一箇所への集中による渋滞等を避けるために高速バスと動線を分けて乗

降場所・待機場所の確保。 

   ＜運行する場合に必要となる施設・設備等＞ 

     ・バス反転地、待機場所用地の確保 

 

３．その他 

   ・バスロケ－ション表示機の設置、バス案内看板等の設置 
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④【まちづくりと SPC・証券化(案)】＊不動産事業者 

・地権者の考え方（ex.持っている土地面積に応じた借地料が欲しい）と事業者の考

え方（ex.幹線道路沿いには高い地価を払ってでも出店したい）とのミスマッチを

解消するため、SPC（特別目的会社）が資金を投資家から集め、まとめて土地を購

入して運用するスキーム。 

・大規模な事例では J-REITなどが有名。 

 

図表１－１０ ＳＰＣ・証券化のスキーム図 

 

出所：第２回まちづくり検討会議資料 
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⑤【MICE誘致に向けて】＊観光関係公益団体 

・ユニークベニューの紹介。競輪場の移転が可能であれば、広島でのサイクルパーク

のような市民が自由に使える競技場を作ることで、会議もできるユニークベニュー

として使用できる。さらに、国際会議を行うためには、ラグジュアリークラスのホ

テルの誘致も必要。 

 

図表１－１１ ＭＩＣＥ誘致に向けた提案 

 

出所：第２回まちづくり検討会議資料 
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⑥【生活インフラ分野における提案】＊エネルギー事業者 

・電力、通信、データセンター、放送等の事業紹介。光ファイバー敷設、HEMSの提

供、CATV、キャッシュレス化、シェア農園など本事業への適用可能性を提案。 

 

図表１－１２ 生活インフラ分野における提案 

 

出所：第２回まちづくり検討会議資料 
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（３）参加企業からの主な意見 

①【核になる施設の提案―農業集積施設（道の駅）】 

 ・農業関係団体では大型のファーマーズマーケットの需要が大きいと考え、前向き

に検討していきたい。全国には６次産業化した施設が色々あるため、そのような

事例や他の団体がやっている事業を参考に検討していきたい。 

 

②【スポーツ公園の提案】 

・宿泊し、長期滞在してもらうような仕組みが必要。合宿のニーズを利用して、宿

泊と結び付けられるしくみを考えるべき。 

 

③【交通インフラの提案】 

・魅力的なまちを作り、交流人口を増やして稼いでいくためには交通インフラの整

備が必要。 

 

④【まちづくりと SPC・証券化(案)】 

・地域として稼ぐという視点が無いと、事業として成り立たない。 

 

⑤【MICE誘致に向けて】 

・県外の人を対象とした賑わい、県内・市内の人を対象とした賑わい・憩いとある

が、何を一番のターゲットにするか明確にした方がよい。海外からの観光客をタ

ーゲットにするのであれば、富士山や自然などを活かすまちづくりをする等の方

向性を決めるべき。 

・外部からの観光客を増やすためには、物を買う、食べる、体験する、泊まる、こ

の４つの要素が必要。商業ゾーンを考える上で課題となるのは、中心市街地との

競合。ここがクリアにならなければ、中心市街地があるから大型商業施設は出来

ないというように、どうしても限界が出てきてしまう。 

 

⑥【生活インフラ分野における提案】 

・エネルギーは、まち全体として効率的なエネルギー運用を行えるようにすること

が必要。その際には通信が重要となる。 

・シェア農業に関連し、すべての土地に儲かる施設だけを配置できるかというと必

ずしもそうではない。緑地や、市民農園等も魅力的なまちにするためには必要。 
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（４）エリアマネイジメント組織について 

エリアマネイジメント組織に求められる役割は、当初は「企業誘致」であるが、作り

上げたまちを成熟させていくために「まちの維持活動」を行うことも重要である。これ

ら２つの役割において全国的に有名な事例を紹介した。 

 

図表１－１３ エリアマネイジメント組織について 

 

出所：第２回まちづくり検討会議資料 
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①株式会社オガールプラザ 

・証券化のスキームで行っている。SPCであるオガールプラザを設立し、まちづく

り会社や紫波町や民間の金融機関がオガールプラザに出資、融資をしている。オ

ガールには、飲食店、マルシェが一体となった施設があり、宮川・水上地区にも

近い形で当てはまっていくのではないかと考えている。 

 

図表１－１４ オガールプラザの事例  
出所：国土交通省 HP http://www.mlit.go.jp/common/001146077.pdf 

  

http://www.mlit.go.jp/common/001146077.pdf


26 

 

②札幌大通まちづくり株式会社 

・都市再生推進法人に指定されることで、オープンカフェや自転車共同利用事業な

どが実施できるようになっているもの。規制緩和が進められている。 

 

図表１－１５ 都市再生推進法人の概要 

 

出所：国土交通省 HP http://www.mlit.go.jp/common/001255954.pdf 

 

 

http://www.mlit.go.jp/common/001255954.pdf
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③天王寺公園（パーク PFI） 

・大阪市と近鉄不動産が契約し、運営を行っている事例。公園にテナント及び運動

施設を誘致。イベント用地・産直施設・フットサルコート３面があり、バーベキ

ュー施設も設置されている。 

 

図表１－１６ 天王寺公園の事例（てんしば） 

 

出所：てんしば HP http://www.tennoji-park.jp/area/ 

 

現地の写真 

 

http://www.tennoji-park.jp/area/
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④荒井タウンマネジメント 

・仙台市荒井東地区土地区画整理事業に伴い、発足した都市再生推進法人。 

・売電、市営住宅のエネルギーマネジメント、不動産賃貸、市営住宅管理などの収

益を行い、イベント運営などを行っている。 

 

図表１－１７ 荒井タウンマネジメントの事業概要 

 

出所：（一社）荒井タウンマネジメント 
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１－６ まちづくり検討会議（第３回） 

 

第２回まちづくり検討会議で得られた６つの具体的な提案及び２回の地権者ワーク

ショップ、１回の市民ワークショップに基づいて作成した土地利用計画図(案)を提示し、

ご意見を伺った。また、核になる施設の提案として農業集積施設(道の駅)とスポーツ公

園については、事業に関連する参加メンバー間での事前協議をもとに事業計画案を示し

た。まちづくり組織（エリアマネイジメント組織）について事務局から事業計画案を示

した。インフラであるエコタウン及びバスターミナルの提案については、事前にエネル

ギー事業者および交通事業者と協議をして、提案書及び土地利用計画案での内容を説明

し、その提案について議論を行った。（別添４ 第３回検討会議資料 参照） 

 

（１） 概要 

日時：平成 31年３月５日(火) 14：00～16：00 

場所：健康文化交流会館「来・て・こ」 
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（２） 土地利用計画案の説明 

 

図表１－１８ 土地利用計画案 

 

出所：第３回まちづくり検討会議資料 
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（３） 計画案説明 

①地権者ワークショップ（後述２章） 

・２回の地権者ワークショップでは、賑わいを重視する案と住民の生活サービスを

重視する案が出た。商業モールを十分に確保する事、富士山の見える眺望を大事

にする事、桜並木を配置する事などが提案された。 

 

②市民ワークショップの方向性について（後述３章） 

・市民ワークショップでは、里山の風景と富士山の見える特徴を生かす事、都市と

農村が共存する開発を検討する事などが提案された。 

 

③ホテルの誘致 

・第２回のまちづくり検討会議で、観光関係公益団体から MICE 誘致に利するラグ

ジュアリーホテルの誘致が提案された。海外のホテル誘致に実績のあるコンサル

タントにヒアリングしたところ、海外からの渡航はますます増加の傾向があるた

め、外国人をターゲットにしたホテル誘致は可能性がある。富士山と南アルプス

の両方の眺望が望める計画にすべきとの意見があった。 

 

④エンタメパーク 

・VRや ARなど最先端技術を活用したエンターテインメント及び “eスポーツ”な

どのスポーツ文化が新たなエンターテインメントとして、徐々に浸透し始めてい

る。実際に体を動かしながら楽しむコンテンツや従来のスポーツとの融合及び観

客を巻き込むライブエンターテイメントとしても広がりをみせている。また、こ

れらはソフトハードの開発において“ものづくり”の一つの方向性としても注目

されている。 

 

⑤ファクトリーパーク 

・静岡市には、“ものづくり”の文化があり、模型製作など特に有名である。また

昨今、ものづくりの現場を来訪者に開示して、ものづくりへの理解を得ながら、

商品価値を上げたいとする企業も増えている。（魅せる工場）隣接地域には工場

の誘致も行われていることから、魅せる工場として集約して誘致し、広域からの

来訪者及び市民に対して、静岡のものづくり産業の魅力を発信する場とし、教育

の場としての提供も行うと共に、新たな雇用の確保等により地域の方々からも期

待される施設整備を目指す。 

 

⑥商業モール 

・地権者ワークショップでも、生活サービスの拠点として、商業モールが提案され
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ている。回遊が出来、楽しみながら買い物ができるように施設を集約したモール

形式の提案であった。 

・広野大谷線及び下大谷線沿いは、商業施設が集約できるように計画する。 

・静岡市の商業条例の制約により、商業施設の売場面積の上限は 5,000㎡（主な幹

線道路沿い）に制限される可能性がある。 

 

⑦その他（住宅地） 

・既存住宅地に近い西南の位置に住宅地を計画する。新スマート IC とは距離をと

り、比較的静かな環境が望める位置とする。 
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（４） 事業計画案 

①農と食の駅 

核となる施設として第２回まちづくり検討会議に提案された内容を、農と食の駅と

して具体的に計画し、総事業費・収入などを想定して事業計画書を提案した。 

 

・施設内容 産直市場、お土産品などの物販店舗、飲食店（名物メニュー開発） 

      農家レストラン、イベント広場、小動物の畜舎、遊具広場など 

・事業主体 生産者と飲食業の共同事業体 

・事業内容 不動産事業(建物建設、土地の造成など) 

      加工棟運営（農業の６次化支援 ex.麹などの生産） 

      キッチンスタジオ運営（伝統料理の研修、新メニューの開発等） 

 

・事業収支(概算) 

 A総売上     130,000千円 

      B売上原価      10,000千円 

      C売上総利益   120,000千円 A-B 

      販売一般管理費 

            D人件費      8,000千円 

      E光熱費      2,000千円 

  F営業経費     32,000千円 

      G減価償却費    45,000千円 

            H販売一般管理費計 87,000千円 

      I営業利益     33,000千円 C-H 

      J法人税等     15,000千円     

  K純損益      16,000千円            

 

（注）土地の取得あるいは賃貸に関する経費は計上しておりません。 

             売上等詳細については別添４第３回検討会議資料 参照 
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図表１－１９ 農と食の駅 事業概要 

 

出所：第３回まちづくり検討会議 

 

農業関係 
団体 
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②スポーツパーク 

官民連携（PPP）の手法で、公園の中にスポーツ施設を整備するスキームを提案し

た。具体的には、スポーツ振興の補助金を利用しながら、以下のとおり民間で施設を

整備する。 

 

・施設内容 サッカー場１面(人工芝)、テニスコート４面(人工芝)、バスケットコート、

クラブハウスなど 

・事業主体 エリアマネイジメント法人（総合型スポーツクラブ） 

・事業内容 スポーツ施設運営事業 

 

・事業収支(概算) 

 A総売上     34,000千円 

      B売上原価        ― 

 C売上総利益   34,000千円 A-B 

      販売一般管理費 

  D人件費      4,800千円 

      E光熱費       500千円 

      F営業経費     1,900千円 

      G減価償却費       ― 

 

            H販売一般管理費計 7,200千円 

      I営業利益     26,800千円 C-H 

      J法人税等     12,000千円 

      K純損益      14,800千円         

 

        （注）土地の取得あるいは賃貸に関する経費は計上しておりません。 

             売上等詳細については別添４第３回検討会議資料 参照 
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図表１－２０ スポーツパーク 事業概要 

 

出所：第３回まちづくり検討会議資料 

 

【課題】 

農と食の駅及びスポーツパークの事業収支試案を作成した。農と食の駅は、６次化支

援施設で、加工棟やキッチンスタジオなどあまり収益が見込めない施設があるため、収

益は飲食棟や物販棟の売り上げによるが、農業支援の補助などメニューを利用すること

やイベントなどの実施で、施設全体としては、収益性の良い計画になると考えられる。 

スポーツパークは、スポーツ利用を収入とするだけでは運営は難しい。ネーミングライ

ツやスポーツメーカーや団体の定期的な支援の検討を依頼する必要があることが分か

った。 

 

 

③まちづくり組織（エリアマネイジメント組織） 

土地区画整理事業において、創出したまちの価値を未来まで維持し、常に新しい価

値を生み出してゆくためには、地域の価値をマネイジメントする具体的な組織づくり

及び資金計画が必要である。事業によっては、まちづくり組織のメンバーだけでは運

営できない事が想定され､その場合には､外部の専門協力企業との連携･協定が必要で

ある｡収入が期待される事業に応じて､地域に還元できる事業の選定を行う｡ 

エリアマネイジメント組織には､多様な事業を運営する人材が必要であり､維持可

能な事業とするためには経営感覚が最も重要である。静岡市並びに地域の商店会･町

内会及び農と食の駅の運営会社等との定期的な会合を実施（まちづくり協議会）、地
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域の問題点の洗い出し・解決方法の打ち合わせを通じて一体感を創出、まちの価値の

維持を共有しながら新たな価値を付加してゆくことが重要である。 

本計画のテーマは“交流”である。交流を維持し持続する為には、コンテンツの再

生・リノベーションが定期的に必要である。エリアマネイジメント組織は、各テナン

ト・オーナー企業・静岡市との協議を定期的に行い。新テナントの誘致やトレンドの

調査なども行う。 

 

図表１－２１ まちづくり組織（エリアマネイジメント組織）の事業 

 

 

 

 

 

図表１－２２ 収益事業と地元還元事業の例 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・太陽光発電事業 

・CEMS事業 

・不動産事業 

収入が大きいと 

予想される事業 

共益費等で収入が 

期待できる事業 

・ビル管理事業 

・道路清掃事業 

・公共施設指定管理事業 

 

専門企業 専門企業 

 

 

想定される地域還元事業 

・リーシング事業 

（空テナント等） 

・イベント企画運営 

・広報活動 

・町内会支援事業 

・高齢者見守り事業 

・ポイントサービス事業 

・街路樹緑地保全、道路清掃事業 

･ まちづくり協議会の事務局 

エリア 

マネイジメント 

組織 

 

 

想定される収入事業 

・太陽光発電事業 

・CEMS事業 

・不動産事業 

・ビル管理事業 

・道路清掃事業 

・公共施設指定管理事業 
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１－７ まちづくり検討会議の成果＝まちづくりビジョン 

まちづくり検討会議規約にあるまちづくり検討会議の成果として“まちづくりビジ

ョン”を作成し、座長名で静岡市及び地権者の方々に提言した。 

 

提言書 

宮川・水上地区まちづくり検討会議 

宮川・水上地区まちづくり検討会議(以下、「検討会議」という。)は、当地区の長期的な価値向上に

つながる"まちづくり"を展開するため、検討会議への参加企業相互の協力と関係機関との連携をもと

に、良好な市街地環境の整備・維持、各種まちづくり事業の構築・実践をすることを目標に組織され

ました。 

 

さて、大谷・小鹿地区(125ha)は昭和40年代に土地改良事業が実施され、整然とした農地利用が

されてきており、「市街化調整区域」として都市的開発が抑制されてきました。しかし、静岡市におい

て残された最後の大規模開発可能な平坦地として注目され、平成25年に東名高速道路の新スマー

トインターチェンジの設置が許可されたことにより、都市的な土地利用の機運がさらに高まってきまし

た。 

 

これまで静岡市においてまちづくりの検討が実施され、平成24年度に策定された「大谷・小鹿地区

まちづくりグランドデザイン」では、地区の整備する方向性が示され、先行した東名北側の「恩田原・

片山地区」については、「工業・物流」機能の誘致を目指し、組合施行による土地区画整理事業が平

成29年より実施されてきております。 

 

宮川・水上地区については、新SIC設置による交通圏域の拡大などを活かし、広域から人を呼び

込むことができるような施設誘致を目指した「交流機能エリア」として位置付けられ、企業誘致や事業

実施についての検討を、静岡市において実施されてきております。 

 

さらに平成29年度に「まちづくりグランドデザイン」をもとに、計画の深掘りを行い、「農と食」、「健

康・スポーツ」を主なテーマとして、集客機能や宿泊機能なども備えた土地利用のイメージが提示さ

れました。 

 

このほど、提示された土地利用イメージの実現について「検討会議」において検討し、「宮川・水上

地区まちづくりビジョン」を策定し、ここに静岡市及び地権者の方々に提言いたします。 

 

最後に、真摯に議論にご参加いただいたメンバー各位のご努力に敬意を払うと共に、あらためて

感謝の意を表します。 
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図表１－２３ 宮川・水上地区まちづくりビジョン（概要） 

 

出所：まちづくりビジョン（別紙） 

 

“しずおか FASE”について  ―静岡市の玄関口に相応しいインターフェイス 

 

４つのパークは集客施設であり、市民の憩いの場でもある。その空間や施設は、 

また静岡市の特徴でもある。４つの場を相乗効果によって盛り上げてゆくこと 

で、常に新たな“交流体験”が出来、出会いを生み出すことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F＊Factory-PARK 

A＊Agri-PARK 

S＊Sports-PARK 

E＊Entame-PARK 
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出所：まちづくりビジョン（別紙） 
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